
 

 

第４学年社会科 学習指導案 

 

世田谷区立経堂小学校 平成２９年度校内研究を基に作成 

世田谷区立経堂小学校 吉岡 泰志 

 

１ 小単元名 伝染病に立ち向かった北里柴三郎 

 

２ 小単元の目標 

○伝染病の治療と予防に尽力した北里柴三郎の働きについて,当時の世の中の課題や人々の願いなどに

着目して,調査したり,地図などの資料で調べたりして,年表にまとめ,北里柴三郎が様々な苦心や努

力を重ね,医療を通して当時の生活の向上に貢献したことを理解できるようにするとともに,主体的

に学習問題を追究・解決し,先人の働きと現代の地域の人々の健康的な生活を関連付け,地域社会の発

展について考えようとする態度を養う 

 

３ 小単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①  伝染病の流行や東京の

人々の願いなどについて,調

査したり地図や年表などの

資料を活用したりして調べ

て,必要な情報を集め,読み

取り,北里柴三郎の働きにつ

いて理解している。 

② 調べたことを年表や文など

にまとめ,北里柴三郎は様々

な苦心や努力によって伝染

病の治療法の開発や予防法

の確立に努め,当時の生活の

向上に大きく貢献したこと

を理解している。 

① 当時の世の中の課題や人々

の願いなどに着目して,問い

を見出し,北里柴三郎の業績

について考え,表現してい

る。 

② 北里柴三郎の業績と,地域の

発展や人々の生活の向上を

関連付けて先人の働きや願

いを考え,適切に表現してい

る。 

① 北里柴三郎の働きについて,

予想や学習計画を立てたり,

学習を振り返ったりして,学

習問題を追究し,解決しよう

としている。 

② 先人の働きと,現代の地域の

人々の生活とを関連付け,東

京都民の一人として,これか

らの地域社会の発展につい

て考えようとしている。 

 

 

４ 小単元について 

 本小単元は児童が「歴史と人々の生活」について学ぶ単元である,そこで,つかむ段階で年表の一部を

概観し,伝染病が大きな社会問題となっていた明治時代の様子や北里柴三郎の主な業績を時間軸でつか

ませる。調べる段階では北里柴三郎が様々な困難を乗り越えて伝染病の治療と予防の道を切り拓いたこ

とについて,具体的な事実を基に調べる。まとめる段階では,北里柴三郎の働きによって当時の人々の生

活が向上したことが,現在の私たちの健康な生活にも結び付いていることに気付かせ,これからの地域

社会の発展について考えさせたい。 

 



 

 

５ 指導計画（全１０時間） 

学習 

過程 
ねらい 

○主な学習活動 

・予想される児童の反応 

□資料※指導上の留意点 

◇評価規準（評価方法） 

つ
か
む
（
３
時
間
） 

①明治時代には

コレラの流行

により多くの

人の命が奪わ

れたことや,治

療法も確立し

ていなかった

ことについて

調べる。 

○明治時代に描かれた錦絵を見て気付

いたことを発表する。 

・虎のような化け物が描いてある。 

・人々が戦っているようだ。 

 

  

 

○資料を基に明治時代に流行したコレ

ラについて調べる。 

・コレラが流行して,たくさんの人が亡

くなっている。 

・当時はコレラになる原因が分からず,

神様にお願いするしかなかった。 

 

 

 

 

 

 

○振り返りを書く。 

□絵「虎狼
こ ろ

狸
り

獣」（1877 年） 

□絵「虎列
こ れ

刺
ら

退治｣ （1886 年） 

※何を化け物に例えていたのか

を予想させながらめあてをつ

かませる。 

□文章「コレラの説明」 

□グラフ「東京のコレラの患者

数,死者数」 

□文章「明治時代の伝染病の様

子や当時の人々がコレラにな

るとしていたこと。」 

※資料から読み取ったことを関

連付けて,当時の社会の様子

を考えさせる。 

 

◇当時の世の中の課題に着目し

て絵やグラフなどの資料を読

み取っている。 

【知①】（ノート） 

 

②北里の業績と

コレラによる

患者数や死者

数の変化の様

子とを比べる

ことを通して,

北里の働きに

関心を持ち,学

習問題をつく

ることができ

る。 

 

 

○学生時代に発表した北里柴三郎の考

えについて調べる。 

・コレラ(伝染病)は防ぐことが一番大切

であると言っている。 

 

○医道論の発表から２５年後のコレラ

患者の数を知り,気付いたことを交流

し,学習問題をつくる。 

・コレラの患者数が０人になっている。 

・コレラが予防できるようになったので

はないかな。 

・北里柴三郎が２５年間の間に何かした

のではないか。 

 

 

 

 

○学習問題について予想を書く。 

 

○振り返りを書く。 

 

 

□文章「医道論とその後の東京」 

□写真「北里柴三郎」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇北里柴三郎の働きに関心を持

ち学習問題を考えている。 

【思①】（ノート） 

明治時代の東京の人々はどのような

ことに苦しんでいたのだろう。 

明治時代の東京ではコレラが流行し,

多くの人の命が奪われていたが,原因

や治療法も分からず人々は苦しんで

いた。 

資料を読み取り学習問題をつくろう。 

学習問題 

 北里柴三郎は,伝染病から人々を救うためにどのようなことをしたのだろう。 



 

 

 

③学習問題につ

いての予想を

基に学習計画

を立てる。 

 

 

 

○前時で出た予想を振り返る。 

・北里柴三郎はドイツに留学して何かす

ごいことをしたと思う。 

・伝染病の研究所や病院を作って,そこ

で薬を作ったり,病気の人を治療した

りしたと思う。 

・本を書いているから,病気の治し方を

人々に教えたのだと思う。 

 

○学習計画にまとめる。 

・北里柴三郎はドイツでどのような研究

をしたのか。 

・北里柴三郎は日本に帰ってきてどのよ

うなことをしたのか。 

・学習問題について考える。 

・わたしたちの生活とのつながりについ

て考える。 

 

○振り返りを書く。 

□年表「北里柴三郎の働き」 

 

※年表と関連付けながら予想を

発表させることで,調べるこ

とや学習計画を立てられるよ

うにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇学習問題についての予想を基

に学習計画を立てている。 

【主①】（ノート） 

調
べ
る
（
５
時
間
） 

④ドイツ留学時

に北里がコッ

ホの下でどの

ような業績を

挙げたのか調

べる。 

 

 

 

○ドイツの位置を確認し,コッホについ

て調べる。 

・ドイツはヨーロッパの国で,伝染病の

研究が進んでいた。 

・コッホは世界で初めてコレラ菌を発見

した世界で有名な研究者だった。 

 

○資料を基に,北里柴三郎が研究したこ

とについて調べる。 

・コレラ菌の性質について調べ,人に移

る仕組みや,消毒の方法を見付けた。 

・苦心の末,破傷風菌を取り出し,破傷風

菌の性質を明らかにした。 

・破傷風で苦しむ人々を治療する方法も

発見した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○振り返りを書く。 

□年表「北里柴三郎の働き」 

□地図帳「世界地図」 

□写真「コッホ」 

 

※伝染病の研究で当時世界トッ

プレベル研究を行っていたコ

ッホの下で学んだことから ,

北里が成し遂げる功績につい

て考えさせるようにする。 

 

□文章「北里柴三郎のドイツで

の研究」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇北里柴三郎のドイツ留学中の

業績について ,必要な情報を

集め,読み取っている。 

【知①】（ノート） 

ドイツに留学した北里柴三郎はどの

ようなことをしたのだろう。 

留学した北里柴三郎はコッホの下で

熱心に研究を行い,コレラ菌が人に移

る仕組みや,消毒の方法を発見した。

また,苦心の末,世界で初めて破傷風の

治療にも成功して北里の名前は世界

中に知れ渡った。 

学習問題についての予想を基に学習

計画を立てよう。 



 

 

 

⑤ 北里は帰国後

に苦労しなが

らも,その思い

に 共 感 し た

様々な人々の

協力を受けて

伝染病研究所

をつくり,東京

で伝染病の研

究を始めたこ

とについて調

べる。 

（本時） 

○ドイツから帰国後の北里柴三郎の思

いを確認する。 

・東京で研究ができず,すごく残念だ。 

・人々を救うために東京に帰って来たの

に,とてもくやしい。 

 

 

 

○めあてについて予想する。 

・人やお金を集めてつくった。 

 

○伝染病研究所設立について調べる。 

・福澤諭吉という人が土地を用意してく

れた。 

・さらにいろいろな人が,北里柴三郎が

研究できるように協力してくれた。 

 

○調べたことを基に,めあてについて考

え,話し合う。 

・伝染病に苦しむ人々を救うために研究

をしたいという北里柴三郎の思いに,

福沢諭吉が心を動かされて土地を提

供したから。 

・伝染病に苦しんでいた東京の人々が協

力した。 

 

 

 

 

 

 

 

○振り返りを書く。 

□年表「北里柴三郎の働き」 

※北里柴三郎が伝染病に苦しむ

人々のために研究を進めなく

てはいけないと ,苦悩してい

たことを児童が考えられるよ

うにする。 

□資料「伝染病研究所設立まで

の経緯と関わった人々につい

て」 

 

※福沢諭吉達がどんな思いで北

里柴三郎に共感し ,協力した

のかを,資料を基に考えられ

るようにする。 

※考えを交流する場面を設定

し,話合い活動に生かす。 

※話合いを踏まえて ,自分の考

えを友達と比較したり ,関連

付けたりして考えられるよう

にする。 

 

 

 

 

 

 

◇北里柴三郎は帰国後に苦労し

ながらも,その思いに共感し

た様々な人々の協力を受けて

伝染病研究所をつくり,東京

で伝染病の研究を始めたこと

について理解する。 

【知①】（発言・ノート） 

 

⑥⑦北里が伝染

病の研究成果

を基に様々な

薬の製造を行

い,伝染病の予

防や治療に役

立てるととも

に,研究所や大

学を作り多く

の優秀な弟子

を育てたこと

について調べ

る。 

 

 

 

○資料を基に北里柴三郎の研究の成果

について調べる。 

・様々な薬(ワクチン)を作り出した。 

・医学にかかわる研究所や大学を作っ

た。 

・研究を通して多くの弟子を育て,弟子

たちも医療の発展に貢献した。 

 

 

 

 

 

 

 

○振り返りを書く。 

□年表「北里柴三郎の働き」 

 

 

□図「北里柴三郎の下で開発さ

れた薬」 

 

□写真「野口英世」 

□写真「慶応大学医学部」 

 

 

 

◇北里柴三郎が伝染病の研究成

果を基に様々な薬の製造を行

い,伝染病の予防や治療に役

立てるとともに ,研究所や大

学をつくり多くの優秀な弟子

を育てたことについて ,必要

な情報を集め ,読み取ってい

る。 

【知②】（ノート） 

北里柴三郎は伝染病の研究を基に,伝

染病を予防したり,治療したりするた

めの薬の製造を進めた。また,研究所

や大学を作って弟子の育成にも力を

入れ,多くの研究者を育てた。 

北里柴三郎は伝染病研究所でどのよ

うなことをしたのだろう。 

北里柴三郎は,伝染病に苦しむ人々を

救いたいという思いを福澤諭吉に伝

え,同じ思いをもった人々の協力によ

って,伝染病研究所をつくることがで

きた。 

北里柴三郎はどのようにして伝染病研

究所をつくることができたのだろう。 



 

 

⑦ 北里が伝染

病予防法の

制定に関わ

り ,本を出版

したり ,講演

会を開いた

りしたこと

を調べ ,人々

が参加でき

る公衆衛生

の取組を広

げたことに

ついて理解

する。 

 

 

 

○伝染病予防法について調べる。 

・伝染病を予防したり,拡大を防いだり

するためのきまりがまとめてある。 

 

○北里柴三郎が書いた本や講演の内容

について調べる。 

・伝染病の原因について教え,伝染病を

予防したり,広がるのを防いだりする

ために人々ができることを紹介した。 

 

 

 

 

 

 

○振り返りを書く。 

□年表「北里柴三郎の働き」 

 

 

 

□文章「伝染病予防法」 

□文章「コレラの予防のために

本を書き,講演をした北里柴

三郎」 

 

 

 

 

◇北里柴三郎が伝染病予防法の

制定に関わり ,本を出版した

り,講演会を開いたりしたこ

とを調べ,人々が参加できる

公衆衛生の取組を広げたこと

について理解している。 

【知②】（ノート） 

ま
と
め
る
（
２
時
間
） 

⑨調べてきたこ

とを整理し,学

習問題に対す

る考えをまと

める。 

  

 

 

○北里柴三郎の働き年表を振り返り,そ

の働きを整理する。 

・伝染病になる原因を見付けた。 

・伝染病を予防したり治療したりするた

めの薬を作った。 

・人々を伝染病から守るための法律を作

ったり本を書いたりして,伝染病を予

防したり広がるのを防いだりするた

めの取組を進めた。 

・研究所や大学を作って,多くの弟子を

育てた。 

○キーワードを基に,学習問題について

の考えをまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○振り返りを書く。 

□年表「北里柴三郎の働き」 

 

 

※何によって大きく人々と伝染

病との関わりが変化したのか

に目を向けて考えをまとめる

ようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇北里柴三郎の働きと伝染病に

苦しんでいた人々の生活の向

上を関連付けて考え,表現し

ている。 

【思②】(ノート) 

⑩北里柴三郎の

働きと私たち

の生活とのつ

ながりについ

て考える。 

 

 

 

 

○資料を基に,私たちの生活とのつなが

りを考える。 

・最近は伝染病で亡くなる人はほとんど

いなくなっている。 

・柴三郎が作った研究所が今も残ってい

て,ノーベル賞受賞者を出している。 

□年表「北里柴三郎の働き」 

 

□グラフ「近年の伝染病(感染症)

の患者数,死亡者数の推移」 

 

 

 

 

□写真「北里研究所」 

□写真「大村智」 

北里柴三郎はなぜ,法律作りや講演,本

の出版をしたのだろう。 

北里柴三郎は,伝染病を予防したり,拡

大を防いだりするための法律を作っ

た。また,本や講演会を通して,人々が

参加できる公衆衛生の取組を広げた。 

これまでの学習を整理し,学習問題に

ついての考えをまとめよう。 

 

北里柴三郎は,苦労を重ねながらコレ

ラを始めとする伝染病の研究を続け,

薬を作ったり,法律を作ったりして,伝

染病の予防や治療を進めた。また,本

や講演会を通して,人々が自分たちで

取り組む公衆衛生の大切さを広め,伝

染病から人々を救った。 

北里柴三郎の働きは,私たちの現在の

生活とどのようにつながっているの

だろう。 

 



 

 

・私たちも小さい頃から予防接種を受け

ているから病気にかからない。 

・柴三郎が人々に伝えていた,病気の原

因や予防法は今では当たり前になっ

ている。 

 

 

 

 

 

○振り返りを書く。 

□表 「現在受ける予防接種の

種類や時期」 

 

 

 

 

 

◇北里柴三郎の働きと,自分たち

の生活とのつながりについ

て考えようとしている。 

【主②】(ノート) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北里柴三郎が考えた伝染病の予防と

治療の考え方は,その後の医学発展の

中心となって今につながり,私たちの

健康な暮らしに結び付いている。 



 

 

６ 本時の学習（５/１０） 

① ねらい 

・北里柴三郎は帰国後に苦労しながらも,その思いに共感した様々な人々の協力を受けて伝染病研

究所を作り,東京で伝染病の研究を始めたことについて理解する。 

② 本時の展開 

学 習

過程 

○主な学習活動 

・予想される児童の反応 

□資料 ※指導上の留意点 

◇評価規準 

つ
か
む 

○ドイツから帰国後の北里柴三郎の思いを確認する。 

・東京で研究ができず,すごく残念だ。 

・人々を救うために東京に帰って来たのに,くやしい。 

○伝染病研究所がつくられている事実を年表で確認し,め

あてをつかむ。 

 

 

○めあてについて予想する。 

・人やお金を集めてつくった。 

・伝染病に苦しんでいた東京の人々が協力した。 

□年表「北里柴三郎の働き」 

※北里柴三郎が伝染病に苦しむ

人々のために研究を進めなく

てはいけないと,苦悩していた

ことを児童が考えられるよう

にする。 

調
べ
る 

○伝染病研究所設立について調べる。 

・福澤諭吉という人が土地を用意してくれた。 

・さらにいろいろな人が,北里柴三郎が研究できるように

協力してくれた。 

○調べたことを基に,めあてについて考え,話し合う。 

・「世界のキタサト」と言われた北里柴三郎の力を人々のた

めに役立てるべきだと考えた人々が協力したから。 

・人々を救うために研究をしたいという北里柴三郎の思い

に,福沢諭吉が心を動かされて土地を提供したから。 

・伝染病の苦しみを福沢諭吉達が知っていたから,協力し

たのだと思う。 

□資料「伝染病研究所設立まで

に関わった人々」 

※資料の中から大切な事柄に印

を付けながら,調べる。 

※福沢諭吉達がどんな思いで北

里柴三郎に共感し,協力したの

かを,資料を基に考えられるよ

うにする。 

※考えを交流する場面を設定し,

話合い活動に生かす。 

ま
と
め
る 

○話合いを基に,本時のめあてについて考えをまとめる。                

 

 

 

 

 

○今日の学習から,学んだことを振り返る。 

・北里柴三郎は大変な思いをしていたけれど,あきらめず

に福澤諭吉達と協力して伝染病研究所をつくることが

できたのはすごいと思う。 

※話合いを基に,自分の考えを友

達と比較したり,関連付けたり

して考えるようにする。 

◇北里柴三郎は帰国後に苦労し

ながらも,その思いに共感し

た様々な人々の協力を受けて

伝染病研究所を作り,東京で

伝染病の研究を始めたことに

ついて理解する。 

【知①】（発言・ノート） 

③板書計画案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北里柴三郎はどのようにして伝染病研究所をつくることができたのだろう。 

北里柴三郎は,伝染病に苦しむ人々を救いたいとい

う思いを福澤諭吉に伝え,同じ思いをもった人々の

協力によって,伝染病研究所をつくることができた。 



 

 

７ 指導の経過 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１時 明治時代の東京の人々は,どのようなことに苦しんでいたのだろう。 

第２時 資料を読み取り,学習問題をつくろう。 

明治時代に描かれたコレラについての風刺絵や東京府における患者数や死者数についてのグラ

フを示したことで,当時の東京の人々が原因も治療法も分からなかったコレラなどの伝染病によっ

て苦しめられていたことについて,当時の人々の気持ちを考えながら調べることができた。 

コレラによって弟２人を失った北里柴三郎の生い立ちと,北里柴三郎が学生時代に医学について

の考えをまとめた「医道論」を読み取り,東京でコレラに苦しむ人がいなくなったという事実を示

したことで,児童の思考が北里柴三郎の働きへと焦点化していった。 

《学習問題》 

北里柴三郎は,伝染病から人々を救うためにどのようなことをしたのだろう。 

〈分かったこと〉 

・虎の化け物はコレラという恐ろしい病気をイメージして描かれたということが分かった。 

・明治時代は東京の人がコレラにかかったり,亡くなったりしていたことが分かった。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３時 学習問題についての予想を基に学習計画を立てよう。

う。 

第４時 ドイツに留学した北里柴三郎はどのようなことをしたのだろう。 

学習問題について予想し学習計画を立てる際は,根拠をもって考えるために北里柴三郎の働きに

ついての年表を資料として提示した。すると,ドイツへの留学やワクチンの開発,本の出版や講演会

など,調べる内容について具体的に見通しをもつことができた。 

第４時では,北里柴三郎が破傷風菌の研究を通して「世界のキタサト」と評価されるようになっ

たことだけでなく,北里柴三郎が帰国を決意した際の思いや帰国後に研究所をすぐにつくることが

できなかったことによる苦心も丁寧に扱ったことで,その思いに迫ることができた。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５時 北里柴三郎はどのようにして伝染病研究所をつくることができたのだろう。 

第６・７時 北里柴三郎は伝染病研究所でどのようなことをしたのだろう。 

 伝染病研究所をつくり,伝染病についての研究をすすめた北里柴三郎の働きに着目して予想を

立てて調べた。予想は,当時の東京の人々が伝染病に苦しめられていたという既習事項を基に,病

気の治療に関係する予想が多く出された。資料では,北里柴三郎が東京でジフテリアの治療を始め

たのを皮切りに,コレラをはじめ,数多くの伝染病に治療の道を開いた事実を示した。すると児童

は調べたことと予想とを比べながらまとめることができた。 

前時の学習内容について振り返りをしたことで,北里柴三郎の苦心

と年表上の「伝染病研究所設立」の事実とのギャップを基にめあてを

つかむことができた。 

 伝染病研究所設立に至った経緯について,弟２人を亡くした過去

をもつ北里柴三郎の生い立ちや伝染病に苦しんでいた東京の人々

の苦労などの既習事項を基に,福沢諭吉をはじめとする研究所の設

立に協力した人々の思いについて調べた。分かったことを相関図に

整理することで,めあてについて考えることができた。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第８時 北里柴三郎はなぜ,法律作りや講演,本の出版をしたのだろう。 

第９時 これまでの学習を整理し,学習問題についての考えをまとめよう。 

 学習問題について考えるために,まず東京の人々が抱えていた,「伝染病に苦しんでいた。」とい

う課題を想起させ,その後北里柴三郎の働きと東京の人々のくらしの変化について全体で共有し

た。このことで,獲得してきた具体的事実が整理され,個人で学習問題について考える際に役立っ

た。 

 法律作りや講演会,本の出版など,年表から読み取った事実について,資料を基に北里柴三郎の働

きを調べた。資料については,伝染病予防法制定に至った後藤新平との協力関係や講演会の要旨を

教材化したことで,医道論で発表した公衆衛生の考えを実現していった北里柴三郎の働きや思いに

迫ることができた。 

第１時で提示した「虎列
こ れ

刺
ら

退治｣

の絵を再び提示して,東京の人々

が伝染病に苦しんでいたことにつ

いて具体的に想起した。 

東京の人々の抱えていた課題に対

して,北里柴三郎が具体的にどのよ

うな働きをしたのかについて,話し

合いながら整理した。 

東京の人々のく

らしがどのように

変化したのかにつ

いてまとめた。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 10 時 北里柴三郎の働きは,私たちの生活とどのようにつながっているのだろう。 

 学習して北里柴三郎の功績をまとめた後,現在の私たちの生活とのつながりについて考えること

で,北里柴三郎の働きの偉大さを改めて認識すると共に,自分も北里柴三郎のように「人の役に立ち

たい」「人のためにがんばりたい」という気持ちをもつことにもつながった。 

柴三郎は,多くの人々に苦しみを味わってほしくない,人々を救いたいという思いがあり,当

時「死の病」として恐れられていたコレラをはじめとした伝染病の研究をした。 

 「世界のキタサト」と呼ばれた柴三郎は福澤たちの助けによって,研究所をつくり,研究を

続け,「世界三大研究所」と呼ばれる研究所にもなった。 

 教育にも力を注ぎ,伝染病研究の成果を人々に伝えた。 

という,まとめを受けて… 

ぼくは,時には自分のためだけではなく,人のた

めにがんばることの大切さを北里柴三郎から学

びました。 

私は,北里柴三郎の働きが今,コレラにかかる人

がいなくなったことや予防や治療ができるように

なったということにつながっていて,東京の人々

が昔ほど苦しむことはなくなり,人々が安心して

すむことができるようになったということが学べ

ました。この勉強で,自分も努力して,たくさんの

人を助けたいなと思いました。 

私は,北里柴三郎の働きから,がんば

っている人がいるからこそ,私たちは

安心して暮らすことができるという

ことを学びました。だから,その色々

がんばってくれている人たちに感謝

して過ごしたいと思いました。 

 あと,自分が他の人の役に立てる時

には,その人の役にちゃんと立てるよ

うにしたいです。 


